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Ⅰ 始めに 
 私たち「東京・算数を語る会」は、平成３年（１９９１）に結成し、月１回の定例会で、

算数・数学実践について研究を深めている教師（現役・OB・OG）と教師を目指しているも

のが集う研究会である。 
 今回の研究主題は、３年次計画の１年目であり、研究の方向を明らかにすることを重点に

取り組んでいる。 
 本研究主題にある“まナビ”は、「学び」と“navigate（導く、方向を指示する）”を融合

させたもので“児童の学びを導く方法”のことである。前回の研究「アクティブ・コーチン

グ」を指導観の基盤とし、児童の主体的、対話的で深い学びを促進することができる教師を

目指している。 

 

Ⅱ 研究主題及び研究主題設定の理由 

 時代の変化に応じた教育課題の重点項目が変わっても、私たちが一貫して心がけているこ

とは、算数を通して資質・能力を育成し、問題解決能力向上を図ること。数学的活動を通し

て数学的な見方・考え方を習得し、問題解決に活用できること。そして、常に、探究する姿

を引き出すことである。そこに算数教育の底力があると捉えている。  

 学習指導要領における授業改善のキーワードは、「児童に育成する資質・能力の３本柱」

と「主体的・対話的で深い学び」である。私達は、今迄の算数教育観をさらにステップアッ

プした算数数学教育観を追及することが必要であると考えた。授業改善のために、まず、単

元の指導及び評価計画を立てる際に行う教材研究の充実が不可欠である。教材の本質を把握

した授業構想を練ることが大事なポイントである。つまり、１時間ごとに「育成する資質・

能力」を明らかにし、効果的な「主体的・対話的で深い学び」となる学習方法を工夫する教

師の資質・能力を鍛えなければならないと考えた。そこで、「数学的な見方・考え方」であ

る統合的考察力、発展的考察力、批判的考察力を育成する「主体的・対話的で深い学び」と

なる授業実践を通して、教師の役割を明らかにしようと考え本研究主題とした。 

 

Ⅲ 研究のねらい 

１、 統合的、発展的、批判的な考察力について理解し、それぞれの考察力を育成する単

元指導及び評価計画を立てる観点を明らかにする。 

２、 “児童の学びを導く方法”を工夫し、検証授業を実践する。 

 

Ⅳ 研究の方法 

１、 文献研究 



・小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説を読み解き、現行教科書を見直すことで、

統合的、発展的、批判的な考察力について明らかにする。 

２、 実践研究 

・単元学習で育成できる統合的、発展的、批判的な考察力を明らかにし、指導及び評価

計画を立てる。 

・授業実践し、児童の変容を“navigate(導く、方向を指示する)”する“学び”を明ら

かにする。 

３、 調査研究 

 ・統合的、発展的、批判的な考察力に関する実態調査を行い、より主体的、対話的で深

い学びにする。 

 

Ⅴ 研究の内容 

１、統合的、発展的、批判的な考察力について 

学習指導要領及び、解説 算数編 を読み解き、統合的な考察力、発展的な考察力、

批判的な考察力について具体的な活動例を通して理解した。また、各学年の「数学的活

動」を第６学年から系統的に「統合的に考察する」「発展的に考察する」「批判的に考察

する」について捉えた。 

２、目指す児童の学ぶ姿と教師のナビゲーション（児童の学びを導く方法） 

  ① 統合的、発展的、批判的な考察力を育成する教材や場を明らかにし、単元指導及び

評価計画を作成する。 

  ② 児童の学びを導く方法を工夫した授業を実践する。 

育成する

考察力 

児 童 の 学 ぶ 姿 教師のナビゲーション 

（児童の学びを導く方法） 

統合的な

考察力 

 

○前に学習したことと似ているので同じよう

に考えを進めようとする。 

 

○友達の考えと自分の考えの共通点と相違点

を捉え、自分の考えをより確かなものにする。 

○本時と既習事項のまとめを合わせてまとめ

たり、既習事項のまとめに上書きしてまとめ

たりする。 

○他教科との関連に気付く。 

◎発問・コメント 

○問題把握、解決の見

通し、自分の考えの段

階→めあての設定 

○検討、発表の段階 

→見方・考え方の定着 

○まとめの段階 

→変容の自覚 

 

○振り返りの段階 

→学ぶ意味 

発展的な

考察力 

 

○条件を変えたり拡張したりしながら考え

る。 

○一般化を図るまとめをする。 

◎数理的な処理 

○児童の思考に応じた

条件の変え方とタイミ

ング 



○新たな課題を見付け解決しようとする。 

 

○学習と生活を関連付け活用する。 

○発展問題に取り組み

意欲の持続を図る 

○観点を変える。 

批判的な

考察力 

 

○問題を解いた結論が、条件に適したものか

どうかを判断する。 

 

○自分の見方・考え方や結論が正しいかどう

か確認する。また、友達の見方・考え方や結

論が正しいかどうかも確認する。 

○解決の見通しの立て方は適切だったか振り

返る。 

◎妥当性の検討 

○答えを出した見方・

考え方を必ずおさえ

る。 

○他の見方・考え方と

比較して確かめる場を

設定する。 

○解決の過程に着目し

た振り返りをおさえ

る。 

考察力の

評価 

 

○単元を通して分かったことやできるように

なったこと、学習への取組を振り返る。 

○自分の変容を振り返り、身に付けた考察力

に関する算数作文を書く。 

◎算数作文の活用 

○振り返りによる学び

直しをする。 

○考察力に関する視点

に着目することをおさ

える。 

 

Ⅵ 実践例「統合的な考察力；意図的な発問とコメント」  
第３学年「分数」 
・目指す子どもの姿（育成する「統合的な考察力」） 
○分数について整数や小数の場合と同様に捉えたり、考えたりする。 
○小数の表し方と分数の表し方の共通点や相違点に気付き、理解を深める。 
○数の表し方をそろえれば、計算できると気付く。  

・指導のポイント 

 □考察力育成計画 

時  目標 主な数学的活動 統合的な 

考察力 

発展的な 

考察力 

批判的な 

考察力 

１ 分

数 

○はしたの長さの

表し方を考え、単

位分数の幾つ分と

いう分数の意味と

表し方を知る。 

・両手を広げた長

さを写し取ったテ

ープのはしたの部

分の表し方を考え

る。 

・小数のように、

１ｍより短い長さ

の表し方があると

考える。 

  

２ 分

数 

○はしたのかさ

も分数表記でき

ることを知り、意

・１Lますに入って

いる水のかさのは

したの部分の表し

・長さと同じよう

に、１Lますを何等

分した１こ分のか

・違うかさで

も１L を何等

分した何個分

 



味と表し方を理

解する。 

方を考える。 さになっているか

を見付ける。 

になっている

かを見付けれ

ばよいと考え

る。 

３ 分

数 

○分数を使い、

色々な物の長さ

をはかる。 

・分数ものさしや、

分数かさを作る。 

・いろいろなもの

の長さやかさを測

る。 

・目盛を分数に変

えた１L ますやも

のさしをつくる。 

・様々に等分

することで、

分数の目盛を

考えることが

できる。 

 

４ 分

数

の

し

く

み 

○数としての分

数について、単位

分数や１との関

係を理解する。 

・１を５等分した

線分図を用いて１

に等しい分数を見

付ける。 

 ・１より大き

い数を分数で

表すことがで

き る と 考 え

る。 

・１を他の数で

等分すること

もできると考

える。 

５ 

 

本

時 

分

数

の

し

く

み 

○数直線上に分

数を表し、分数の

大小や相当関係

を理解する。 

・分数と小数を数

直線上に表した

り、分数の大小比

較をしたりする。 

・小数第一位の数

と分子の数が同じ

であると気付く。 

・分数も小数と同

じように考えて数

直線に表す。 

・小数は０．１、

分数は１/１０が

もとであると気付

く。 

・分数も数である

と理解する。 

  

６ 分

数

の

た

し

算

と 

 

ひ

き

算 

○単位分数の考

えを基に、同分母

分数の加減計算

の仕方を考え、計

算することがで

きる。 

・同分母分数のた

し算の計算の仕方

を、単位分数の幾

つ分かで考える。 

・同分母分数のた

し算の計算の仕方

を基に、同分母分

数のひき算の計算

の仕方を考える。 

・整数や小数と同

じように分数も式

を立てて計算する

ことができると考

える。 

・何等分した何個

分かで考えれば答

えが求められると

分かる。 

・たし算と同

じように、ひ

き算の計算の

仕 方 を 考 え

る。 

・整数と分数

の式では、整

数を分数にそ

ろえれば計算

できると考え

る。 

・他の数でもで

きるかやって

みる。 

・線分図も、何

等分した何個

分かで考える

と、同じ答えに

なることを確

かめる。 



 

「統合的な考察力」を育成するコーチング Point 

◎単元を通して子どもの見方・考え方を育てていく。 

◎意図的な発問やコメントにより、子どもの考えを引き出すことができるようにする。 

 

 

・本時の学習   主な発問と子どもの反応 

 

問題・めあて 教師  「分数を数直線の上に表して、考えましょう。」 

 

見通し    教師  「数直線とは、どのようなものでしたか。数直線のことで知ってい

ることは何ですか。」 

        子ども 「数直線は終わりがない。」「目もりは等分されている。」 

            「１を１０等分して表してみる。」 

 

自分の考え・みんなの考え  教師 「見通しをもったことを実際にやってみましょう。 

１を１０等分した１つ１つの目盛について考えな 

がら分数を表していくと、どのようになりますか。」 

              子ども「１/１０と０．１は同じ大きさの数。」 

                 「分数の分子と小数第一位の数が同じになる。」 

                 「分数と小数は同じ数直線に表せる。」 

                 「１/１０の１０こ分は１になる。」 

 

振り返り 教師 「分数を数直線上に表すことができました。見通しで考えたことはどうで 

しょう。振り返りましょう。」 

     子ども「わたしは小数は数直線で表せるけど、分数は表せない と思っていたの

で、表せてとてもびっくりしました。」 

「数直線は、整数と小数でしかできないと思っていたけれど、分数でも表

すことができた。」 

「小数と分数は、１０こ集めると同じ大きさになったり、同じ数が使わ 

れたりしていることがわかりました。」 

「小数と分数は関係がないと思っていたけど、同じ数直線に表せたり、小

数第一位を１/10の位といったり、いろいろな関係があることが分かり

ました。」 

 

まとめ  教師「今日の学習で大切だと思ったことを書きましょう。」 

 

 



Ⅶ 成果と課題 

 

【成 果】 

１  統合的、発展的、批判的な考察力についての理解を進め、考察力を育成する単元指導

及び評価計画を立てることができた。 

２  教師が“児童の学びを導く方法”を明らかにしていく授業実践を行うことができた。 

 

【課 題】 

１  統合的、発展的、批判的な考察力を育成する教材や場を工夫し、“児童の学びを導く

方法”の観点を一層明らかにする。 

２  考察力を育成する学習内容の系統性と“児童の学びを導く方法”の連続性を明らかに

する。 

３  特に、批判的な考察力についての理解を深め、“児童の学びを導く方法”を工夫した

授業を実践する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


